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１ 児童生徒への全般的な面談や相談等の実施方法について 

 

(1) 原則として、面談や相談等は校内又は保護者在宅の児童生徒宅・入所施設

で実施する。その他の校外で行う場合は、事前に管理職の許可を得る。 

(2) 児童生徒の面談・相談等は、複数の教職員により情報を共有し、組織的に

対応する。やむを得ず１対１で行う場合は、実施場所の窓や扉を開けるな

ど、実施場所の環境に十分に配慮する。 

(3) 移動手段は、原則として、自家用車には児童生徒を乗せない。 

(4) 教育上の配慮から特定の児童生徒と密接な行動を共にする必要が生じた

場合（自動車同乗を含む）は、管理職に連絡し、組織的な体制を取り対応

する。 

 

 

２ 児童生徒間での携帯電話又はメール・ＳＮＳの使用について 

 

     児童生徒へ連絡を行う場合は、児童生徒の携帯電話には行わず、保護者を

介して行う。また、児童生徒と携帯電話またはメール・ＳＮＳを利用して

私的なやりとりは行わない。教育活動上、それらを介した連絡が必要とな

る場合は、最小限の事務的な使用とし、事前に管理職の許可を得るととも

に、保護者の承諾を得て、複数の教職員により、情報を共有し、透明性を

高める。 


